
第４回学校運営協議会を開催しました
３月８日（水）、第４回学校運営協議会を開催しました。
まず、協議会委員の皆様に子供たちの授業風景を参観し

ていただき、その後、今年度の本校の取組のまとめとして、
「授業改善及び学力の状況」「学校評価アンケートから見え
た成果と課題」「今年度実施した特色ある教育活動」につい
てご報告し、質疑応答や意見交換等を経て閉会しました。
今後も「地域社会・保護者・児童・教師・教育行政」の

五者が、連携・協働することで、子供たちの優れた人格の
形成を図っていきたいと思っています。１年間の協働・連
携に心より感謝申し上げます。

学校運営協議会制度について

学校運営協議会制度（以下「コミュニティ・スク
ール」）は、学校と地域住民等が力を合わせて学校の
運営に取り組む、いわゆる「地域とともにある学校」
の実現を目指した仕組みです。
コミュニティ・スクールでは、学校運営に地域住

民等の声を積極的に生かし、地域と一体となって特
色ある学校づくりを進めていくことができます。
法律（地教行法第４７条の５）に基づいて、教育

委員会が学校に設置する学校運営協議会の主な役割
は、次の３つです。

＊校長が作成する学校運営の基本方針を承認する
＊学校運営に関する意見を教育委員会又は校長に述べることができる
＊教職員の任用に関して、教育委員会規則に定める事項について、教育委員会に意見を述
べることができる

４年生は、認知症サポーター養成講座を受講しました
３月１３日（月）、認知症サポーター養成講座キャラバン・メイト協議会から、３名の方にご

来校いただき、「認知症サポーター養成講座」を開いていただきました。講座では、認知症の特
徴的な症状や接し方等について、詳しく丁寧に分かり易くお話しいただきました。
受講後に認知症サポーターの証である「オレンジリング」を手にした（４年生の）子供たちは、

今後、見た目では分かりづらい認知症（変化）にいち早く気づき、その方が笑顔で過ごせるよう
に、ゆっくり丁寧に話したり、人の役に立つことを続けてもらったりするなど、思いやりの心を
もって接することと思います。

※八代小学校ホームページも是非ご覧ください。（インターネットで八代小学校とご検索ください）
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